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１．研究計画の概要 
本研究は木質廃棄物などを含む木質バイオ
マスからカーボンナノチューブなどを含む
木質炭素複合材料から、リチウムイオン二次
電池の負極用炭素電極の開発を目指す。リチ
ウムイオン二次電池は、携帯電話やノートパ
ソコンなどに用いられているモバイルツー
ルに必要不可欠の駆動用電源であるが、軽量
化と大容量化がますます求められている。申
請者等が世界に先駆けて開発した木質系炭
素複合材料は、Li を吸蔵できしかも負の一定
電位を与えられるので、リチウムイオン二次
電池の負極として理想的な材料である。また、
木質系炭素が多層カーボンナノチューブを
含む場合は、リチウムが結晶子の層間にドー
プされても面間隔の増大が起こりにくく、負
極変形を抑えることができるので優れたサ
イクル特性を得ることができる。 
 
２．研究の進捗状況 
①当初の計画以上に進展している 
(理由) 
木質炭素を焼結することによって、樹脂を用
いずにリチウムイオンバッテリーの電極を
作成できることが明らかとなり、その際木質
カーボンのソフトカーボンと同様の充放電
曲線を示すことがわかった。Li イオンの充放
電に対して、木質炭素二次粒子の大きさが大
きな影響を与えていることが明らかとなり、
空孔径が Li イオンの移動に影響を与えてい
る可能性が示唆された。また防腐処理廃材の
木質炭素原料への利用についての調査では、
処理を選択することによって、重金属や毒性
元素を含まない木質炭素を準備することが

可能となり、木質廃棄物の資源利用の可能性
を示した。さらに本研究の成果は他のバッテ
リー触媒に対して応用性が高い。 
 
３．現在までの達成度 
低価格化と大容量化の目標をかかげ木質炭
素からの電極材料の開発を試みた。粒度を変
化させたリチウムイオン二次電池の負極用
木質炭素材料の開発した。スギ小片を電気炉
内で加熱温度 500 ºC と 700 ºC、アルゴン
ガス雰囲気下で炭素化を行い HTT で反応時
間 15min、50MPa、真空下で炭素化を行っ
た。電解液 1mol/LiPF6, EC/DEC=1:1 の組み
合わせで 2 電極セル-金属リチウムセルを作
製し、0.1C レート・測定電位幅 5mV-2V の
条件で炭素化された試験体の充放電試験を
実施し、粒度により充放電特性が影響を受け
ることがわかった。さらに木質廃棄物のうち
安全廃棄がきわめて難しい CCA(銅・クロ
ム・ヒ素)処理廃棄木材でも、申請者等が開発
した方法を用いることによって、銅、クロム、
ヒ素を回収しつつ、毒性元素を含まない木質
材料を準備するシステムを開発できること
がわかった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)木質炭素の微細構造、比表面積、粒径・
空孔径などの基礎的特性を調べ、それらが充
放電特性に与える影響について調べる。 
 
(2)XPS 分析を行い、木質炭素の表面化学構造
が充放電特性に与える影響について調べる。 
 
(3)ナノチューブがリチウムイオンバッテリ



ーに与える影響について調査する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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